
市長定例記者会見資料 

「学校に行きづらいあなたへ」キャンペーンについて 

～若年層に対する自殺予防対策～ 

１ 趣旨 

全国的に近年の統計によると小学・中学・高校生の月別自殺者数は、総じて１月・８月・ ９

月に多くなる傾向であり、長期休み明け前後に自殺のリスクが高まることが懸念されています。

これを踏まえ、自殺対策基本法に定められている「自殺予防週間 （９月 10 日～16 日）」におけ

る啓発活動についても、兵庫県下では、８月 22 日～９月 20 日に拡大実施することとなっていま

す。また、令和元年度自殺対策白書によると、自殺の原因・動機は、小・中学生では、家庭問題

に起因するものが多く、中学生以降になると学校問題が多くなってくるとされています。 

このような状況から、若年層の自殺のリスクの高まる９月下旬まで、市内の施設が家庭や学校

以外の青少年の居場所となることを多くの人に知ってもらい心がつらい時、適切な相談先につな

がることで若年層の自殺等のリスクの軽減に努めます。 

２ 概要 

８月 22 日～９月 20 日の夏休み明け前後の期間、市ＨＰや市関連ＳＮＳ、居場所として利用

できる施設でポスター掲示等により学校に行きづらい若年層が居場所として利用できる施設を

周知します。また、相談先につなげるためのポスターや周囲の人がＳＯＳに気付くことを目的

とした講演会の案内チラシも同施設などに設置します。 

３ 啓発ポスターやチラシなど 

（1） 「学校に行きづらいあなたへ」のＡ３ポスター（別紙１） 

（2） 自殺予防週間のＡ２ポスター（別紙２） 

（3） 講演会『思春期こころの変化と SOS への気づき』のＡ４チラシ（別紙３） 

(1)(2）は同施設などに掲示。(3)は同施設などに設置。 

４ 居場所として利用できる施設（計 26 カ所） 

（1） 中央・北図書館 

（2） 各生涯学習プラザ 

（3） 青少年センター（９月１日まで利用可能） 

（4） 各地域総合センター 

（5） 女性センター・トレピエ 

（6） その他協力機関（より愛そのだ～ぼちぼち～、地域共創 Lab.、田能文庫、ポノポノプレ

イス）                        

以 上

令和元年 8 月 26 日

所 属 疾病対策課

所属長 榎並 隆喜

電 話 06-4869-3053 



学校に行きづらいあなたへ

地域にはあなたを受け入れる

場所があります

学校に行きづらかったら、

下記の施設に来てください。

あなたの来訪をそっと受け入れます。

※あなたの来訪をあなたの同意なく、学校や保護者に伝えることはありません※

図書館
生涯学習
プラザ

青少年
センター

（9/1まで）

地域総合
センター

尼 崎 市

＜お問い合わせ＞ 尼崎市保健所疾病対策課 電話：06-4869-3053 FAX ：06-4869-3049

キャンペーン
特設ページ





第３３回 こころの健康のつどい（講演会）

思春期を過ごすって結構たいへん！！

心にどんな変化がおきてるの？

親だから伝えられるメッセージは？

共催：尼崎市教育委員会こども教育支援課 尼崎市中央地域課

＜お問い合わせ＞
尼崎市保健所疾病対策課
電話：０６－４８６９－３０５３
FAX ：０６－４８６９－３０４９

申込専用メール
Mail：ama-skoza-moshikomi@city.amagasaki.hyogo.jp

後援：あまかれん NPO法人こころ・あんしん・Light

講師：小野善郎

和歌山県精神保健福祉センター所長・精神科医

定員：３５０名（申し込みは不要です。直接会場にお越しください）
＊手話通訳を必要とされる方は

９月１０日までに疾病対策課（下記参照）にお申し込みください。

SOSへの気づき

★講演会（無料）★
令和元年９月２２日（日）
午後２時～４時（開場：午後１時３０分）

中央北生涯学習プラザ 大ホール
（尼崎市東難波町２丁目１４－１）

※中学生・高校生のみの参加もOKです。

阪神バス「尼崎総合医療センター」下車

思春期って迷いや悩み、不安がたくさん

勉強・部活・恋愛・親や友達との付き合い方・自分さがし

～ 大人への道を進むために ～

大人にできることは？

↓くわしくはこちら↓
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